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＊ 1 グリッドパリティ…グリッド（送電線）経由で提供される一般の大型火力発電所からの

電力と同等（パリティ）のコストで発電される状態のこと 

 
[日本の PV 発電のコスト] 
現在太陽光発電（以後「PV」（英語の Photovoltaic の略） と略記）による電力コストは

kwh 当り￥46 程度である。このうち 60％が太陽電池のコスト、40％が保守管理その他一

般経費である。（当社を含む一般的な PV 発電施設の建設、運営コストのデータより）よっ

て￥46＝￥46×60％＋￥46×40％＝￥27.6＋￥18.4 となる。 
 
[PV 発電がグリッドパリティーを達成するための発電設備価格] 
日本で平均的な規模（3kwp）で PV 発電を自宅で行う為の初期投資額は、現在約 300 万円

程度である。これがグリッドパリティ（＊1）を達成している頃には 1／5 の約 60 万円に低

下している必要がある。なぜなら現状は￥46＝（太陽電池代）￥27.6＋（その他諸経費代）

￥18.4 となっているが、一般家庭が今日グリッド経由で電力会社から購入するときのコス

トは 1kwh 当り￥24 である。仮に非常に保守的に見て（その他諸経費代）に技術革新の恩

恵が全く発生せず、将来にわたりこの（その他諸経費代）を削減することがなかったと仮

定すると、PV 電力がグリッドパリティを達成する為にはその発電コストが kwh 当り￥46
から我々が現在電力会社から購入する際のコストと同等に低下し、￥24 とならなければな

らないので、￥24＝￥X＋￥18.4 となり、X=￥5.6 となる。グリッドパリティ達成以前は￥46
＝￥27.6＋￥18.4 であったが、達成後は￥24＝￥5.6＋￥18.4 となる必要があるので、概算

ではあるが、5.6／27.6＝1／5 となる。よって￥300 万の PV パネル代が 1／5 の￥60 万程

度に低下している必要がある。 
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[PV がグリッドパリティー達成後の火力発電の需要] 
発電段階では CO2を全く出さない PV による電力がグリッドパリティを達成されれば￥60
万の初期投資を受け入れるのであれば昼間の電力に関する限り家庭部門で CO2 を出す電力

会社の電力を購入する理由がなくなる。 
理由： 
１ ￥60 万の初期投資の回収にかかる年数はいくらであろうか。各家計によって電力

消費はまちまちであるが、月￥1 万の電気代を消費する家計を考えると、年￥12 万

であるから金利、減価償却コストを考慮しなければ 60／12＝5 年となる。５年後以

降、３０年間にわたり昼間の電気代がただになる。 
２ 現在、自宅の屋根に PV を設置しようとすると金利 3.8％で 15 年のローンが総設

置金額の 100％を信販系リース会社から出してもらえる。よって実際には 60 万円の

自腹を切る必要もない。 
３ さらに非強制ながら電力を買い取ってくれる電力会社からの売電収入が、現状で

は月間４～６万円程度見込める。（固定価格買い取り制度がある韓国はこの３．５倍

は見込める。） 
４ また地震の際のライフラインの確保という防災上のメリットを加味すれば PV グ

リッドパリティが達成される少し前から各家庭、事業所において太陽光発電に対す

る爆発的な需要の創出が見込まれる。 
５ リチウムイオン型等のバッテリーで現在進行中の蓄電装置のコストの低下が推進

されれば、晴天日、昼間の余剰電力を夜間、曇雨天時に消費することも可能となる。 
 
全ての建物の屋根、屋上、（シースルー型の PV 電池も実用化されるので）ガラス窓面、空

き地が「21 世紀のクリーンな分散型発電所」となるポテンシャルを持っている。そして現

況の大型火力集中型に代わるこのクリーン分散型発電所をネットワークした新たなクリー

ンパワーグリッド（送電線網）が形成されるであろう。（添付の PDF「マイクログリッド」

を参照  ） 
 
[主役の座の交代] 
このパワーグリッドの進化は 20 世紀後半に発生した IT 産業の様相と酷似している。即ち

[メインフレーム → ダム端末] という情報の流れが[分散型 WS,PC＋インターネット]
というネットワークに代替した。現在でもメインフレームコンピューターは存続している

事実がある事と同様、分散型発電所＋クリーンパワーグリッドの時代になっても鉄鋼業、

アルミ精錬、自動車産業のように高い電圧の電力を集中して必要とするニーズがある以上

大型火力発電、原子力発電は存続するであろう。しかしこれらの発電施設は主役の座から

は降り、その危険性（CO2、放射能）を処理する真のコストをこれらの発電コスト計算に含

めれば PV のグリッドパリティ達成後、遠くない将来の時点でこのような発電設備をできる
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だけ早くリタイヤさせようという動きが環境 NPO はもちろんのこと、需要家である産業界

そして電力業界自身からも湧き上がってくるであろう。なぜならば、品質が同一なら高コ

ストの商品の供給者は安いコストの商品供給者に勝てないからである。具体的には①ポス

ト京都議定書の時代 CO2 削減幅とそれを達成する為のコストがますます割高になる。②ま

た東海大地震震源地の真上付近に建設された静岡県御前崎の浜岡原発が甚大な被害を首都

圏にもたらすリスクもいずれは発生するこの大地震のXデーが近づくとともに大きくなる。

上記のリスクを低減させるためにかかるコストは今後増大することはあれ、低減すること

はなさそうである。③また化石燃料代も上昇の一途をたどるであろう。するとグリッドパ

リティ達成後、化石、原子力由来の電力がますます割高になる。「電力」という商品は元来

コモディティー即ち商品の性質はどこの生産者から調達しようとも一定であるような   

ものであるから価格だけが唯一の購入者の選択基準である。したがって割高な電力の生産

者が割安な電力にスイッチする以外に生き残りの方策は存在しないからである。 
 
[PV 電力においてグリッドパリティーはいつ達成されるのか？] 
 それではいつ PV 電力がグリッドパリティを達成するのであろうか。アメリカエネルギー

省は 2015 年、今から 8 年後とみている。その理由は米国エネルギー省がこれぞと思う有望

企業に多額の資金援助を行い2015年後までにグリッドパリティーを達成できる革新的な製

品開発を強力に推進中であり、その実現可能性を担保できそうな有望企業をいくつか育成

しつつあるためであろう。 次回のメルマガでその状況をアメリカエネルギー省の資料を

元に解説したい。 
 
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 解いてみて目から鱗の環境クイズ ◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
問題： 
下記の中で最も効率が良く永続的な方法を採用している食糧生産の方法はどれでしょう

か ？ またその理由も説明してください。 
 
1 ニューギニアの原始人の食糧生産法 
2 日本の現在の水田農法 
3 欧州の三圃式農法 
4 アメリカの大規模機械農法 
 
◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 
 
●このメルマガを多くのご友人、同僚の方々に転送いただければ幸いです。 
●このメルマガに対する読者各位の率直なご意見をお寄せ下さい。 
●今後、弊社からの一方通行のメルマガ配信ではなく読者各位のいろいろなご意見を当社メ
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ルマガに掲載していきたいと考えております。 
●テーマ 

① 環境・エネルギー問題についての種々のご意見 
② 環境関連の気になる記事、情報の紹介 
③ 当社のメルマガの内容に対するご意見 
④ 環境にかかわるクイズ 
⑤ 同じく小話—笑い話等 

 
ご意見、ご感想、情報等、お待ちしております。 （終わり） 
 
本 メ ル マ ガ の 配 信 ス ト ッ プ を 希 望 さ れ る 方 は

info@greenfund.co.jp  までお知らせください。 
 
 


